
質
問
一

湧
水
及
び
敷
地
内
を
流
れ
る

水
路
の
確
保
や
生
態
系
存
続
の
た
め
に

は
、
現
敷
地
の
２
分
の
１
の
確
保
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

二

こ
の
地
域
の
地
下
水
採
取
に
か
か

わ
る
工
業
用
水
法
等
の
規
制
に
つ
い
て
。

三

市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
工
場
排
水
の
規
制
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
市
長
）

農
業
大
学
校
移
転

後
の
跡
地
活
用
に
関
し
て
は
、
企
業
誘

致
と
自
然
環
境
保
護
の
ど
ち
ら
か
一
方

だ
け
で
な
く
、
両
者
を
両
立
さ
せ
、
市

民
の
暮
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し

て
い
く
。

二

工
業
用
水
法
の
規
制
区
域
外
だ
が
、

埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例
の
第
１
種

指
定
地
域
と
な
り
規
制
を
受
け
る
。

動
力
を
用
い
て
地
下
水
を
採
取
す
る

者
は
、
吐
出
口
の
口
径
に
よ
っ
て
届
出

又
は
許
可
が
必
要
で
あ
り
、
水
量
測
定

器
を
設
置
し
、
採
取
量
を
記
録
し
て
知

事
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
る
。

三

水
質
汚
濁
防
止
法
に
よ
っ
て
工
場

や
事
業
場
か
ら
の
排
水
に
対
し
て
水
質

基
準
が
適
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
埼
玉
県

で
は
、
同
法
の
上
乗
せ
条
例
及
び
埼
玉

県
生
活
環
境
保
全
条
例
に
よ
っ
て
、
よ

り
厳
し
い
排
水
基
準
が
適
用
さ
れ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

市
民
バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試

験
運
行
に
つ
い
て

二

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
て
の
課
題

質
問
一

こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
か
ら

見
え
て
く
る
学
力
・
生
活
習
慣
に
関
す

る
課
題
と
傾
向
に
つ
い
て
。

二

取
り
組
み
の
状
況
に
つ
い
て
。

三

幼
児
期
の
教
育
経
験
の
差
は
。

四

改
善
さ
れ
た
点
は
。

五

小
・
中
学
校
と
の
連
携
は
。

六

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

小
学
校
で

は
国
語
、
算
数
と
も
に
、
活
用
す
る
力

が
弱
い
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
家
庭
に
お
い
て
学
習
す
る
時

間
が
少
な
い
、
授
業
の
復
習
を
す
る
児

童
が
少
な
い
な
ど
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

二

学
習
状
況
調
査
結
果
を
分
析
し
課

題
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
。

三

学
習
状
況
調
査
の
正
答
率
は
、
高

い
順
に
幼
稚
園
、
保
育
所
、
ど
ち
ら
で

も
な
い
の
順
で
あ
っ
た
。

四

多
く
の
項
目
で
改
善
。
特
に
家
族

と
夕
食
を
共
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
落
ち
着
い
た
生
活
を
し
て

い
る
。

五

小
・
中
双
方
の
教
師
が
共
通
し
た

課
題
を
協
議
し
、
共
通
認
識
の
上
で
指

導
し
て
い
る
。

六

学
力
の
課
題
に
合
わ
せ
た
質
の
高

い
授
業
と
な
る
た
め
の
指
導
手
法
の
研

究
と
、
生
活
リ
ズ
ム
の
中
に
家
庭
学
習

の
時
間
の
位
置
付
け
を
行
う
。

◎
そ
の
他
の
質
問

市
民
協
働
と
生
き

が
い
づ
く
り

農
業
大
学
校
移
転
に
伴
う
環
境
課
題

企
業
誘
致
と
環
境
保
全
の
両
立
へ

宮
�

弘
子

議
員

金泉婦貴子 議員

全国学力テストの活用は

課題解決に全力で取り組む

緑豊かな農業大学校内の林
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